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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】令和3年1月14日(2021.1.14)

【公表番号】特表2020-534169(P2020-534169A)
【公表日】令和2年11月26日(2020.11.26)
【年通号数】公開・登録公報2020-048
【出願番号】特願2020-515703(P2020-515703)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｃ   5/08     (2006.01)
   Ｂ２３Ｃ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｃ    5/08     　　　Ａ
   Ｂ２３Ｃ    5/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和2年3月18日(2020.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フライス工具ホルダ(１０)であって、
　第１の切削インサート(１２a)を受け入れるための第１の切削インサート受け部(１３a)
と、第２の切削インサート(１２b)を受け入れるための第２の切削インサート受け部(１３
b)とを有する第１のホルダ部(１６)と、
　フライス加工幅を調整するために、長手軸(３２)に沿って第１のホルダ部(１６)に対し
て可変に配置され、第３の切削インサート(１２c)を受け入れるための第３の切削インサ
ート受け部(１３c)と、第４の切削インサート(１２d)を受け入れるための第４の切削イン
サート受け部(１３d)とを有する第２のホルダ部(１８)と、
第１のホルダ部(１６)と第２のホルダ部(１８)との間に配置されて、フライス加工幅を調
整するように構成されたスペーサ要素(２４)と、
　調整されたフライス加工幅に第１及び第２のホルダ部(１６、１８)を固定するためのロ
ック機構(２０)とを備え、
　第１のホルダ部(１６)と第２のホルダ部(１８)は、第３の切削インサート受け部(１３c
)が第１の切削インサート受け部(１３a)と第２の切削インサート受け部(１３b)との間に
円周方向(３４)に配置され、第２の切削インサート受け部(１３b)が第３の切削インサー
ト受け部(１３c)と第４の切削インサート受け部(１３d)との間に円周方向に配置されるよ
うに、取付け状態で互いに位置決めされ、
　第１のホルダ部(１６)は、スペーサ要素(２４)を中心に置くように構成された第１の円
筒面(５８)を備え、第１の円筒面(５８)は長手軸(３２)に対して対称に延び、
　第２のホルダ部(１８)は、スペーサ要素(２４)を中心に置くように構成された第２の円
筒面(６２)を含み、第２の円筒面(６２)は長手軸(３２)に対して対称に延びている、フラ
イス工具ホルダ。
【請求項２】
　スペーサ要素(２４)はスリーブとして構成される、請求項１に記載のフライス工具ホル
ダ。
【請求項３】
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　スペーサ要素(２４)は、第１のホルダ部(１６)に配置された第２のねじ(５０)に対応す
る第１のねじ(４８)を備え、第１のねじ(４８)と第２のねじ(５０)との間の相互作用は、
フライス加工幅を調整する機能を果たす、請求項１又は２に記載のフライス工具ホルダ。
【請求項４】
　スペーサ要素(２４)は、環状の接触面(５２、５４)に沿って第２のホルダ部(１８)に接
触する、請求項１乃至３の何れかに記載のフライス工具ホルダ。
【請求項５】
　環状の接触面(５２、５４)は、長手軸に直交して配置された、請求項４に記載のフライ
ス工具ホルダ。
【請求項６】
　スペーサ要素(２４)は、第１のホルダ部(１６)の第１の円筒面(５８)に対応した第３の
円筒面(６０)を備え、第１の円筒面(５８)と第３の円筒面(６０)の間に隙間嵌めが提供さ
れる、請求項１乃至５の何れかに記載のフライス工具ホルダ。
【請求項７】
　スペーサ要素(２４)は、第２のホルダ部(１８)の第２の円筒面(６２)に対応した第４の
円筒面(６４)を備え、第２の円筒面(６２)と第４の円筒面(６４)の間に隙間嵌めが提供さ
れる、請求項１乃至５の何れかに記載のフライス工具ホルダ。
【請求項８】
　第１の円筒面(５８)と第２の円筒面(６２)は長手軸(３２)に沿って互いに離れ、互いに
同軸に延びる、請求項１乃至７の何れかに記載のフライス工具ホルダ。
【請求項９】
　ロック機構(２０)は、スペーサ要素(２４)を通って第１のホルダ部(１６)に配置された
第３のねじ(４６)に挿入されるクランプねじ(２２)を含む、請求項１乃至７の何れかに記
載のフライス工具ホルダ。
【請求項１０】
　螺合状態では、クランプねじ(２２)は第１のホルダ部(１６)と第２のホルダ部(１８)に
接触するが、スペーサ要素(２４)には接触しない、請求項９に記載のフライス工具ホルダ
。
【請求項１１】
　クランプねじ(２２)は、円錐面(４２)に沿って第２のホルダ部(１８)に接触する、請求
項９又は１０に記載のフライス工具ホルダ。
【請求項１２】
　スペーサ要素(２４)の位置を調整するための調整アダプタ(６６)を更に含み、スペーサ
要素(２４)は、調整アダプタ(６６)に適合する第１の工具係合部(６８)を備え、調整アダ
プタ(６６)は、第２の工具係合部(７０)をさらに備える、請求項１乃至１１の何れかに記
載のフライス工具ホルダ。
【請求項１３】
　第１のホルダ部と第２のホルダ部(１６、１８)は、互いに対応する複数のトルク駆動面
(３６、３８)に沿って互いに接触し、トルク駆動面(３６、３８)は、長手軸(３２)及び円
周方向(３４)に対して垂直に延びる半径方向(４０)と５°未満の角度を囲む、請求項１乃
至１２の何れかに記載のフライス工具ホルダ。
【請求項１４】
　フライス工具(１００)であって、
　請求項１乃至１３の何れかに記載のフライス工具ホルダ(１０)と、
　第１の切削インサート受け部(１３ａ)内に配置された第１の切削インサート(１２ａ)と
、
　第２の切削インサート受け部(１３ｂ)内に配置された第２の切削インサート(１２ｂ)と
、
　第３の切削インサート受け部(１３ｃ)内に配置された第３の切削インサート(１２ｃ)と
、
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　第４の切削インサート受け部(１３ｄ)内に配置された第４の切削インサート(１２ｄ)と
、
　を備えた、フライス工具。
【請求項１５】
　第１及び第２の切削インサート(１２ａ、１２ｂ)は、第１のホルダ部(１６)から長手軸
(３２)に平行な第１の方向に突出し、第３及び第４の切削インサート(１２ｃ、１２ｄ)は
、第２のホルダ部(１８)から第１の方向と反対方向である第２の方向に突出した、請求項
１４に記載のフライス工具。
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